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〈社会活動報告〉
市街地と近郊田園の交流が育む ‘元気なコミュニティー・クラスター ’
構築支援活動―  一関市における取り組みから ―
平吹喜彦１・佐々木渉２・齊藤賢治２・佐藤侑２・伊藤龍治３
１ 東北学院大学教養学部地域構想学科，２ 同学生，３ 一関市萩荘芦ノ口地区
１．はじめに
　「21世紀は地方の時代」といわれながら，農山
村では耕作放棄地や荒廃した森林が目立ち，少子
高齢化と離村による限界集落が顕在化している。
一方，地方都市・市街地では，歴史ある中核商店
街でさえ人通りも疎らで，シャッターが降りたま
まの店舗が散在する光景が普通のこととなってき
た。急激な経済活動とグローバル化の進展によ
り，ヒト，モノ，エネルギー，カネ，情報が激し
く移動する時代にあって，「食料や水，安全・安
心，野生生物，伝統文化を育む源泉」としての ‘ふ
るさと’ ・ ‘地方’ の荒廃・消失を防ぐためには，
果たしてどんな手だてが有効なのだろうか？
　2009年度に実施された「地元資源を磨き育てる
一関市大町商店街の形成」プロジェクト（代表者：
柳井雅也・東北学院大学教養学部教授）では，疲弊・
衰退が顕著とされる地方都市商店街の活性化を支
援すべく，いくつかの実践的な取り組みがなされ
た。①シャッターの降りた商店を借り受けての祭
事・伝統工芸品や地場産品の展示・販売，および
地域イベントに関する情報発信（「元気力プラザ」
の開設），②地域活性化を専門とする講師を招い
ての講演会，③大学生による疑似体験を通じての
商店街バリアフリー診断などである。この小文は，
「地産地消で元気なおおまちに！ 元気ないちの
せきに！」をテーマに掲げ，2010年３月６日に大
町商店街で実施した総合イベントの中で，遠方の
大学生（若者）・遠方の都市住民（よそ者）・近郊
の農村住民の３者協働組織としての私たちが，商
店街関係者と来訪者に向けて実施したアピール活
動（ポスター発表）に関する報告である。
　本プロジェクトに参加し，学習や体験，議論を
重ねる中で私たちは，「市街地・商店街と近郊田
園・農村には，それぞれに個性的で，魅力的な事
物や物語がいくつも埋もれているに違いない。そ
れゆえ，かつて親しい関係にあった両者が，‘時
代に即したアイデアや相互の想い’ の下で‘新たな
地域縁’を結ぶことで，‘元気なコミュニティー・
クラスター ’ が構築されてゆくのではないか。」
という活性化のシナリオを設定した。そして，そ
れを試験的に検証し，ゆくゆくは一般化したモデ
ルを提示したいと考えた。今回事例としたのが，
市街地・商店街としては一関駅前の大町地区，近
郊田園・農村としては栗駒山東麓に位置する芦ノ
口地区である。
　なお，本プロジェクトの実質的な開始が2009年
の晩秋となったことから，これまで接触の少な
かった大町商店街に関わる基礎調査，および大町
商店街と芦ノ口地区間の交流促進に関わる基盤づ
くりは極めて限定されたものとなった。したがっ
て，この小文は，いわば ‘芽だし’ 段階の活動記
録といえる。
２．ふたつの事例地区の概要
　今年度私たちが取り上げた，市街地・商店街と
しての大町商店街，近郊田園・農村としての芦ノ
口地区について，それぞれの地区の概要を以下に
述べる。
　ａ）大町商店街
　大町商店街は一関駅前に位置し，藩政時代の
城下町の歴史を留める市街地の中核地区である。
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2006年の調査によれば，大町通りの両側には93の
店舗が軒を連ねるが，一方では空き店舗も16を数
え，しかもその割合は年々増加傾向にあるという
（一関市役所私信）。最近の主な利用者は，①銀
行や郵便局を利用する人々（したがって，休日よ
り平日がにぎわう），②商店街から２～３km圏内
に居住する，特に50歳以上の方々や自家用車を利
用できない方々で，③夜になると飲食店を利用
する若者が増えるという（柳井雅也ゼミナール，
2009）。
　商店街活性化対策としては，空き店舗入居支援
事業（2000年～），街なかギャラリー（2004年～），
おおまち日曜市（2004・2005年），大町通りくつ
ろぎ空間整備事業（2006年）など，さまざまな取
り組みが継続されてきた（一関市役所私信）。こ
うした中，注目されているのが，2002年に閉店し
たダイエー一関店の空き店舗内に開設された新鮮
館おおまちである。地産地消（産直販売）を掲げ，
地域間・来訪者間の交流を促進する場を提供する
手法が好評で，近隣住民を中心に利用者が年々増
加しているという（柳井雅也ゼミナール，2009）。
　ｂ）芦ノ口地区
　萩荘市野々芦ノ口地区は，大町商店街の西南西
13kmに位置する，里山・丘陵地内の小集落であ
る。2008年の世帯数は29，うち農家が26，人口は
125人である。主要な生産物は米と子牛（生後10
か月ほどの和牛）で，兼業農家がほとんどを占め
る。「毎日の暮らしは同じことの繰り返しで単調，
収入も多くない」，「少子高齢化が深刻」（2008年，
20歳未満の人口は17人，70歳代以上が47人），「一
関市街地との間にバスは１日２往復しかなく，自
家用車がないと生活が成り立たない」という声が
聞かれる。
　一方，集落の南端には孤立峰・自鏡山（海抜
314m）がそびえ，山頂近くには由緒ある吾勝神
社が，北斜面一帯にはブナ，イヌブナ，ミズナラ
といった落葉広葉樹の巨木が林立する自然林が存
在する。ここはまた，南部神楽発祥の地とされて
おり，文化・自然遺産が集積する貴重な場所となっ
ている。
３．具体的な取り組み
　私たちが実施した取り組みは，①文献・インター
ネットによる事前調査，②現地調査（資料収集，
聞き取り調査，写真撮影），③ポスター・ちらし
作成による成果発表の３項目に集約される。以下
にそれぞれの概要を述べる。
　ａ）文献・インターネットによる事前調査
　東北学院大学教養学部の柳井雅也ゼミナール
が，2008年９月に実施した調査をとりまとめた『一
関市の総合研究 －産業部門別の経済地理－』（柳
井雅也ゼミナール，2009），㈳一関観光協会・一
関市役所商業観光課（2008）が作成した『岩手・
一関のんびり旅満喫情報誌 いちのせき』，および
一関市のホームページなどを参照し，一関エリア
の自然・暮らし・文化・観光および地域活性化活
動の概要，そして大町商店街の実状を把握した。
　ｂ）現地調査
　2010年１・２月に４日間，大町商店街を中心に
大手町・田村町・地主町エリアを散策して，商店
街（「いわて一関みちのく博物館」参加店，「一関・
平泉もち街道」加盟店，社会福祉関連店舗など）
やまちづくり施設（世嬉の一酒の民俗文化博物館，
旧沼田家武家住宅，浦しま公園，蔵の広場など）
の実態を視察した。あわせて，新鮮館おおまちや
いちのせき市民活動センター，一関観光協会総合
案内所も訪問し，パンフレット収集と聞き取り調
査を実施した。さらに２月７日には，新鮮館おお
まちで実施された「第３回全国わんこもち大会」
も取材した。
　また，一関エリアに散見された文化・観光スポッ
トや地域活性化活動の実態を把握すべく，2009年
12月～ 2010年２月の間，藤沢町の館ヶ森高原や
陶芸センター，千厩町の酒のくら交流施設（旧横
屋酒造・佐藤家住宅），川崎町の道の駅かわさき，
平泉町の中尊寺・毛越寺，花泉町の花と泉の公園，
旧一関市の厳美渓，道の駅厳美渓，一関市博物館，
骨寺村荘園遺跡などを訪問して，施設や展示，景
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観などを視察し，関係者に対する聞き取り調査も
随時実施した。また，それぞれの訪問先では，各
種パンフレットを収集した。
　一方，芦ノ口地区では，2009年２月からおよそ
１年間にわたって，住民の皆さんと交流を深めな
がら協働で，「地域資源を探し，活用する活動」
を展開してきた。その取り組みは岩手日日新聞に
たびたび取りあげられ（図１），一関エリアに広
報されてきた。また，芦ノ口地区のシンボルでも
ある自鏡山の植物・植生については，平吹や富田
瑞樹博士（東京情報大学総合情報学部講師）が中
心となって，1980年代から生態調査が継続されて
いる。今回の取り組みでは，これら緒活動によっ
て収集された学術情報や写真を活用した。
　ｃ）ポスター・ちらし作成による成果発表
　2010年３月６日，「地産地消で元気なおおまち
に！ 元気ないちのせきに！」のイベントでは，
大町通りの旧金光堂菓子店の空き店舗を借用し
て，ポスターセッションを実施した（写真１，資
料１）。
　店舗正面のガラス壁面に，A0判ポスター 4枚
を歩道・車道に向かって張り出し，市民に私たち
の活動をアピールした。さらに屋内には，一関エ
リアの地図（A0判1枚）を掲示し，来訪者ひとり
一人に居住地の位置と地域資源を書き込んでいた
だきながら，交流を深めるスペースを設置した。
歩道上でポスターの前に立っての説明は，11 ～
12時のコアタイムだけでなく，10 ～ 15時のイベ
ント開催中，継続して実施した。また来訪者と歩
行者にちらし（図２）を配布し，アピールと交流
に努めた。
　あいにく小雨の天気であったこと，市街地各所
で講演会など緒行事が催されていたこともあっ
て，来訪者の総数は50名ほどにとどまった。しか
し，イベントに関心を持ち，意欲的に来訪された
行政・NPOの方々もいらして，熱のこもった情報・
図１　芦ノ口地区における活動が紹介された新聞記事（岩手日日新聞，2010 年 1 月 8 日）
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意見交換がなされた。また，商店主の方々からは，
商店街の動向や活性化に向けた持論をお聞きする
ことができた（写真２）。
　今回のイベントでは，常設の産直・地域交流施
設である新鮮館おおまちや元気力プラザに加え，
一関エリア４地区のアンテナショップが開設さ
れ，農林水産物やそれらの加工品などが販売され
た。加工・包装のあり方や販売戦略に関する実践
的な工夫・手法についてお聞きできたことは，私
たち自身の今後の活動にとって有意義であった。
　なお，ポスターセッションで使用したポスター
とちらしは，イベント終了後に芦ノ口地区の皆さ
んに提示することとした。地域資源の再認識や地
区間交流に関する検討が，さらに高まることが期
待される。
４．おわりに
　東北学院大学に在籍する私たち４名は，仙台市
近郊に居住し，一関エリアや大町商店街のことを
ほとんど知らない「よそ者」であること，そして
経済や経営，まちづくりの専門家でもないことか
ら，ポスターやちらしの作成，来訪者への対応に
あたっては，①「独りよがりで，つたないもの」
であることをしっかりと認識した上で，調査を通
じて私たちが感じ，学び，考えたことを丁寧にお
伝えすること，②コメントやアドバイスをたくさ
ん頂戴しながら，次の活動に反映させてゆくとい
う姿勢を貫くこと，を徹底した。極めて短期間の
写真１　ポスターセッションの様子
図２　配布したちらし 写真２　商店街の方からのヒアリング
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文献・現地調査ではあったが，そうしたつたない
事前活動においてさえ，「地域をもっと，もっと
よいものにしよう！」と努力されておられる方々
と，四季を通じた多彩な取り組みが，いくつも認
識できたからである。
　それにしても，私たち遠方の「よそ者」にとっ
て，「魅力的で，心和む自然や文化遺産，食べ物，
里山の暮らし，観光・温泉施設 ･････ が，一関
エリアにたくさん存在する状況」は，かなりの驚
きであった。また，この地が多くの人材を輩出し，
日本の歴史や文明の発展に影響を及ぼしてきたこ
とも認識できた。とりわけ，地域にしっかりと根
をおろし，庶民の傷病治療や飢餓・貧困の克服，
後進の育成に取り組んだ建部清庵の生き方には大
きな感銘を受けた。
　‘自然・暮らし・食・文化のクロスロード’ いち
のせきには，まだまだ学び，まねるべき「地域資
源」がたくさん存在していること，そしてそれら
を「浮き立たせ」，「つなぐ」活動がますます重要
であることが再認識できた。次の活動ステップで
は，「地区間交流の拠点・結節点の形成と，市街
地－近郊田園間における互恵的な交流・ ‘地域縁
むすび’ のあり方」について，検討と試行的な取
り組みを本格化させたいと考えている。それによ
る ‘元気なコミュニティー・クラスター ’ の形成
は，観光客をはじめとする地域外からの来訪者を
惹き付ける，「この土地にしかない魅力」をも生
み出すに違いない。
　なお，2010年４月４日，早春の芦ノ口地区で「か
たくりまつり」と銘打った催しが，伊藤龍治のリー
ダーシップの下で実施された。自境山の巨木林探
訪と郷土料理を味わう昼食，里山・中山間地域を
語る時間などが設定された，芦ノ口地区で初めて
の「近郊田園－市街地間交流イベント」である。
インターネット・ちらしを用いた広報活動や当日
の運営には，芦ノ口地区の皆さんに加えて，東北
学院大学地域構想学科の学生も参画し，地方都市
の住民らおよそ50名の参加者を迎えて，楽しい交
流が図られた。‘地域縁むすび’，‘元気なコミュニ
ティー・クラスター構築’ 活動が，住民自らの企
画・行動により，自らが居住する地域を舞台とし
て躍動し始めた。
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資料１　 「地産地消で元気なおおまちに！ 元気ないちのせきに！」のポスターセッションで , 空き店舗の正面に掲
示した 4 枚組 A0 判ポスターの一部
